
文
字
の
世
界
を
舞
台
に
、
子
供
た
ち
が
言
葉
を
交
わ
し
な
が
ら
力
を
合
わ
せ
て
文
字
を
作
っ
て
い
く

様
子
を
、
か
わ
い
ら
し
い
イ
ラ
ス
ト
で
表
現
し
ま
し
た
。
完
成
し
た
文
字
が
裏
表
紙
に
現
れ
ま
す
。

◯
著
作
関
係
者

代
表平

形
　
精
逸
　
静
岡
大
学
名
誉
教
授

青
山
　
浩
之
　
横
浜
国
立
大
学
教
授

東
　
　
明
彦
　
元
兵
庫
県
丹
波
市
立
春
日
中
学
校
校
長

石
井
　
　
健
　
東
京
学
芸
大
学
准
教
授

板
橋
美
智
恵
　
神
奈
川
県
横
浜
市
立
稲
荷
台
小
学
校
教
諭

植
村
　
　
仁
　
大
阪
府
大
阪
市
立
巽
小
学
校
校
長

押
木
　
秀
樹
　
上
越
教
育
大
学
教
授

岡
田
　
充
弘
　
中
村
学
園
大
学
講
師

小
比
賀
昭
治
　
香
川
県
三
木
町
立
平
井
小
学
校
教
諭

金
丸
　
典
子
　
東
京
都
八
王
子
市
立
長
沼
小
学
校
教
諭

菅
野
　
智
明
　
筑
波
大
学
教
授

見
城
　
正
訓
　
静
岡
大
学
非
常
勤
講
師

齋
木
　
久
美
　
茨
城
大
学
教
授

佐
々
木
直
子
　
東
京
都
目
黒
区
立
東
山
小
学
校
校
長

杉
﨑
　
哲
子
　
静
岡
大
学
教
授

竹
上
　
精
一
　
香
川
県
高
松
市
立
多
肥
小
学
校
教
頭

千
々
岩
弘
一
　
鹿
児
島
国
際
大
学
教
授

藤
田
　
剛
志
　
香
川
県
高
松
市
立
新
番
丁
小
学
校
教
諭

本
間
　
貞
二
　
元
福
島
県
福
島
市
立
東
湯
野
小
学
校
校
長

松
清
　
秀
一
　
鹿
児
島
大
学
名
誉
教
授

宮
崎
　
葵
光
　
奈
良
教
育
大
学
名
誉
教
授

和
田
　
圭
壮
　
福
岡
教
育
大
学
教
授

ほ
か
3
名

特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
校
閲

海
津
亜
希
子
　
国
立
特
別
支
援
教
育
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員

東
京
書
籍
株
式
会
社

色
彩
デ
ザ
イ
ン
に
関
す
る
編
集
協
力

色
覚
問
題
研
究
グ
ル
ー
プ
ぱ
す
て
る
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子
供
た
ち
が
未
来
を
生
き
る
姿
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
科
学
や
技
術

を
生
活
に
生
か
し
、
暮
ら
し
や
社
会
を
豊
か
に
創
造
し
て
い
く
子
供
た

ち
。
歴
史
や
文
化
を
踏
ま
え
、
新
し
い
時
代
を
築
き
上
げ
て
い
く
子
供
た
ち
。

そ
ん
な
子
供
た
ち
一
人
一
人
の
夢
を
支
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
未
来
を

切
り
拓ひ
ら

く
力
を
大
切
に
育
ん
で
い
き
た
い
。

　
子
供
た
ち
の
未
来
を
支
え
る
力
の
一
つ
が
言
葉
の
力
で
あ
り
、
文
字
を
書
く

力
だ
と
考
え
ま
す
。
豊
か
に
社
会
に
参
加
す
る
た
め
に
、
思
考
し
、
記
述
し
、

伝
え
合
う
。
文
字
は
そ
う
し
た
場
で
子
供
た
ち
を
支
え
ま
す
。
効
果
的
に
文

字
を
書
き
、
人
と
つ
な
が
り
合
う
力
を
書
写
で
育
む
。
書
写
学
習
の
意
味

を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
共
通
な
願
い
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
東
京
書
籍『
新
し
い
書
写
』で
は
、
子
供
た
ち
が「
書
写
の
か
ぎ
」を
探
し
な
が

ら
、文
字
を
書
く
原
理
・
原
則
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。発
見
し
た「
か
ぎ
」は
、

実
際
に
書
い
て
確
か
め
る
中
で
知
識
・
技
能
と
し
て
定
着
し
、
そ
れ
ら
を
他
の

文
字
や
実
際
に
書
く
活
動
の
中
へ
と
溶
け
込
ま
せ
る
こ
と
で
、
一
人
一
人
が
確
実

に
活
用
で
き
る
力
と
し
て
い
き
ま
す
。
文
字
へ
の
関
心
や
、
自
分
の
文
字
が
変

わ
る
楽
し
さ
を
通
し
て
、
文
字
で
つ
な
が
り
合
う
喜
び
や
大
切
さ
を
知
っ
た
、

文
字
文
化
の
担
い
手
を
育
み
ま
す
。

　
豊
か
な
書
写
の
学
び
で
、
子
供
た
ち
の
未
来
を
拓
く
。『
新
し
い
書
写
』は
、

全
国
の
先
生
方
と
い
っ
し
ょ
に
、
そ
ん
な
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
す
た
め
の
教

科
書
で
す
。

青
山
　
浩
之  

［
題
字
・
文
］

愛
知
県
の
生
ま
れ
。
横
浜
国
立
大
学
教
授
。『
新

し
い
書
写
』教
科
書
編
集
委
員
。
書
写
・
書
道
教

育
に
関
す
る
研
究
や
教
員
育
成
に
従
事
。『
小
学

校
書
写　

指
導
の
ア
イ
デ
ア
＆
授
業
モ
デ
ル
』

（
明
治
図
書
）な
ど
著
書
多
数
。

1

文
字
の
整
え
方
が
分
か
る
教
科
書

知
識
と
技
能
が
身
に
つ
き
ま
す
。

◀

Ｐ
２・
４・
６
へ

2

日
常
の
文
字
に
生
き
る
教
科
書

思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
が
育
ち
ま
す
。

◀

Ｐ
８・10
へ

3

書
く
こ
と
が
楽
し
く
な
る
教
科
書

学
び
に
向
か
う
力
が
養
わ
れ
ま
す
。

◀

Ｐ
12
・16
・18
へ

『
新
し
い
書
写
』が
め
ざ
す
も
の

1



4 年 P10・11

は
じ
め
ま
し
て
。

　
新
し
い
学
び
を
作
る
基
本
単
元
で
す
。

この教科書を使った授業の流れを
ご紹介いたします。

文
字
の
整
え
方
が
分
か
る

1

＜応用＞
振
り
返
り

文字を整えて書く「原理・原則」

＜確認＞

＜課題発見・把握＞

単元の学習事項と，関連する既習事項を
常に意識できるように！

128%拡大でぴったり半紙大！

　
　
　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
で
き
る
！

（
↓
20
ペ
ー
ジ
参
照
）

D
マ
ー
ク

「
書
写
の
か
ぎ
」イ
ン
デ
ッ
ク
ス
で
、

学
習
事
項
と
既
習
事
項
が
一
目
で
分
か
る
！

3 2



　
文
字
を
整
え
て
書
く
た
め
に
は
、
理
解
し
て
お
く
べ
き「
原
理
・
原
則
」が
あ
り
ま
す
。

　
東
京
書
籍
の『
新
し
い
書
写
』で
は
、
そ
の「
原
理
・
原
則
」を「
書
写
の
か
ぎ
」と
名
付
け
、
系
統
立
て
て
各
単
元
に
配
し
ま
し
た
。

「
書
写
の
か
ぎ
」を「
見
つ
け
る
」⬇「
確
か
め
る
」⬇「
生
か
す
」こ
と
で
、
書
写
の
知
識
・
技
能
の
定
着
を
図
り
ま
す
。

「
お
手
本
を
よ
く
見
て
書
こ
う
ね
」が

　 
書
写
の
授
業
で
は
な
い
ん
で
す
。

書
写
の
か
ぎ
を「
見
つ
け
よ
う
」

　

身
近
な
硬
筆
の
文
字
か
ら
課
題
を
見
出
し
、
文
字

を
整
え
て
書
く
た
め
の
原
理
・
原
則（「
書
写
の
か
ぎ
」）

を
見
つ
け
る
。
＝「
主
体
的
な
学
び
」へ
の
導
き

書
写
の
か
ぎ
を

「
確
か
め
よ
う
」

　
見
つ
け
た「
書
写
の
か
ぎ
」

を
、
実
際
に
書
く
こ
と
で

確
か
め
、
理
解
を
深
め
る
。

書写のかぎ
　
同
じ
方
向
の
画
が
二
つ
以
上
あ
る
と
き
は
、

一
つ
だ
け
長
く
書
く
こ
と
が
分
か
っ
た
よ
。

　
画
の
間
隔
も
同
じ
に
そ
ろ

え
る
と
整
う
ん
だ
ね
。

　
私
の
名
前
に
あ
る「
青
」も
、
同
じ

「
書
写
の
か
ぎ
」を
使
っ
て
書
け
る
ね
。

　

自
分
が
書
く
文
字
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
な
。

　

書
写
の
か
ぎ
を
生
か

し
て
書
け
る
文
字
っ
て
、

た
く
さ
ん
あ
る
ん
だ
！

　
生
活
の
中
に

広
が
っ
て
い
く
よ
。

　
毛
筆
で
大
き
く
書
く
と

分
か
り
や
す
い
よ
。

原
則
と
し
て
一
単
元
に
一
つ
の「
書
写
の
か
ぎ
」を
配
置
し
、
単
元
の
ね
ら
い
を
焦
点
化
し
ま
し
た
。

「
書
写
の
か
ぎ
」を
単
元
の
核
と
し
て
、
知
識
・
技
能
の
習
得
、
活
用
を
組
み
合
わ
せ
た
課
題
解
決
型
の
単
元
展
開
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
何
を
学
ぶ
の
？
」を
明
確
に
し
た「
書
写
の
か
ぎ
」

　

こ
れ
ま
で
に
習
得
し
て
き
た「
書
写
の
か
ぎ
」
を
使
っ
て
、
他
教
科
の
学
習
や

生
活
の
中
の
具
体
的
な
場
面
で
、複
合
的
な
視
点
で
文
字
や
文
字
群
を
整
え
て
書
く
。

＝
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力
の
育
成

（
☞
8
ペ
ー
ジ
参
照
）

書
写
の
か
ぎ
を「
生
活
に
広
げ
よ
う
」

　
「
書
写
の
か
ぎ
」を
、
ほ
か
の
文
字
に
ど
の
よ
う
に
生
か

せ
ば
よ
い
の
か
考
え
て
書
く
。
＝「
深
い
学
び
」へ
の
導
き

書
写
の
か
ぎ
を「
生
か
そ
う
」

　
自
己
評
価
だ
け
で
な
く
、
対
話
す
る
こ
と
で
理
解
を

確
か
め
、
振
り
返
り
を
深
め
る
。

＝「
対
話
的
な
学
び
」へ
の
導
き

振
り
返
っ
て
話
そ
う

ふり返って
話そう

見つけよう

1

たしかめよう

2

生かそう
3

生活に
広げよう

文
字
の
整
え
方
が
分
か
る

1

国語との連携

文字文化

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

授業支援

教科横断的に
取り組む課題

ICT活用
デジタルコンテンツ

教師用指導書

デジタル教科書

ユニバーサル
デザイン

他教科との関連

学習過程の
明確化

学習の系統性の
重視

主体的・対話的で
深い学び

学びに向かう力，
人間性等

思考力，
判断力，表現力等

知識及び技能

新教育課程
キーワード

見方・考え方
資質・能力

45



書
写
の
授
業
で
も
、「
主
体
的
・
対
話
的
で

　
深
い
学
び
」が
で
き
る
ん
で
す
。

　
書
写
で
は
、
何
を
ど
の
よ
う
に
学
ん
で
い
く
の
か
。
子
供
た
ち
自
身
が
学
習
内
容
や
学
習
過
程
に
つ
い
て

見
通
し
を
も
ち
理
解
す
る
こ
と
が
、
主
体
的
な
学
び
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
随
時
、
協
働
的
な
活
動
を

促
し
、
対
話
的
な
学
び
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。

　
一
年
間
の
学
習
を
、「
書
写
の
か
ぎ
」を
集
め
な
が
ら
進
む
旅
に
見
立
て
ま
し
た
。「
書
写

で
ど
ん
な
こ
と
を
学
ぶ
ん
だ
ろ
う
」「
一
年
後
に
は
ど
ん
な
文
字
が
書
け
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ

う
」。
見
通
し
を
も
つ
こ
と
で
、
主
体
的
に
学
ぼ
う
と
す
る
意
欲
を
引
き
出
し
ま
す
。

　
基
本
単
元
で
身
に
つ
け
た
知
識
・
技
能
を
ど
の
よ
う
に
使
え
ば

よ
り
伝
わ
り
や
す
い
文
字
が
書
け
る
か
。
そ
こ
に
思
考
力
・
判
断

力
・
表
現
力
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、

実
の
場
で「
書
写
の
か
ぎ
」を
活
用
す
る
こ
と
で
、
書
写
の
学
び
を

深
め
て
い
く
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
学
習
過
程
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
目
的
や
ね
ら
い
を
明
確
に
捉
え
た
、

質
の
高
い
学
習
活
動
が
行
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　単元末の評価「ふり返って話そう」をはじめ，友達
と話し合う活動を随所に取り入れました。学んだこ
とを言葉で整理することで，生きて働く知識・技能と
して落とし込めるようにしています。

文
字
の
整
え
方
が
分
か
る

1

「
深
い
学
び
」を
促
す

活
用
単
元

6 年 P34 ４年 P3

「
書
写
の
学
び
方
」を
学
ぶ
意
味

一
年
間
の
学
び
を
見
通
す
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ

対話的な学びを実現する工夫

４年巻頭折り込み
＜１年間のゴール＞

＜１年間のスタート＞
文字例や問いかけの文で，
課題への気づきを促す

単元の学習事項

前学年の学習内容

国語との連携

文字文化

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

他教科との関連

授業支援

教科横断的に
取り組む課題

ICT活用
デジタルコンテンツ

教師用指導書

デジタル教科書

ユニバーサル
デザイン

新教育課程
キーワード

学習過程の
明確化

学習の系統性の
重視

見方・考え方
資質・能力

主体的・対話的で
深い学び

学びに向かう力，
人間性等

思考力，
判断力，表現力等

知識及び技能

67



▼「生活に広げよう」

　 

学
習
課
題
を
つ
か
む
。

1　 

調
べ
る
。

2　 

新
聞
を
読
み
合
う
。

　 

学
ん
だ
こ
と
を

　 

生
活
に
生
か
す
。

4 3 
新
聞
に
ま
と
め
る
。

社
会
科
で
学
習
し
た
こ
と
を
新
聞
に
書
く

手
紙
、
ポ
ス
タ
ー
、
新
聞
、

　
ど
ん
な
と
き
で
も「
よ
り
よ
く
伝
え
た
い
」。

１年
国語：にっきをかこう（P20・絵日記）
日常生活：なまえをかこう（P26・持ち物への記名）
国語・生活：できるようになったよ（P44・原稿用紙など）

２年
日常生活：れんらくちょうを書こう（P15・連絡帳）
生活：かんさつしたことを書こう（P22・カード）
国語・生活：「ありがとう」をつたえよう（P38・手紙など）

３年
国語：原こう用紙に書こう（P20・原稿用紙）
理科：実験したことを記録しよう（P26・カード）
国語：はがきでつたえよう（P40・はがき）

４年
国語：ノートを書こう（P18・ノート）
社会：調べたことを伝える新聞を作ろう（P24・新聞）
国語：お礼の気持ちを手紙で伝えよう（P38・手紙）

５年
家庭：ノートを書こう（P15・ノート）
国語：�委員会活動を伝えるリーフレットを作ろう
（P24・リーフレット）
特活等：六年生におくる言葉を書こう（P36・カード，寄せ書き）

６年
社会・家庭：インタビューのメモを取ろう（P16・メモ）
総合・英語・社会：�発表のためのポスターを書こう
（P24・ポスターセッション用資料）
特活等：書写展覧会を開こう（P36・色紙，短冊など）

　
こ
ん
な
声
を
よ
く
聞
き
ま
す
。

「
書
写
の
授
業
で
は
整
っ
た
文
字
を
書
く
こ
と
に
意
識
を
向
け
て
い
る
の
に
、
他
教
科

の
学
習
や
生
活
の
中
に
生
き
て
こ
な
い
。」

　
活
用
単
元「
生
活
に
広
げ
よ
う
」で
は
、
他
教
科
と
書
写
を
合
科
的
・
関
連
的
に
扱
っ

た
展
開
を
提
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
学
ん
で
き
た「
書
写
の
か
ぎ
」を
ど
の
よ
う
に

活
用
す
る
の
か
、
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
、
日
常
化
に
役
立
ち
ま
す
。

　
書
写
の
学
び
が
、
子
供
た
ち
の「
よ
り
よ
く
伝
え
た
い
」を
支
え
ま
す
。

書
写
の
学
び
を
生
か
し
て
、

分
か
り
や
す
く
新
聞
に
ま
と
め
る
。

　
ど
の「
書
写
の
か
ぎ
」
を

使
お
う
か
な
。

社会科 4年 P56-57,60-61

４年 P24-25

　
活
用
単
元「
生
活
に
広
げ
よ
う
」で
は
、他
教
科
の
学
習
や
特
別
活
動
等
で
行
わ
れ
る「
書

い
て
伝
え
る
」活
動
に
、
書
写
を
関
連
づ
け
た
展
開
を
提
示
し
ま
し
た
。

　
学
校
生
活
に
あ
ふ
れ
る「
文
字
を
書
い
て
伝
え
る
」活
動
。
そ
の
中
で
書
写
で
学
ん
だ
知

識
・
技
能
を
生
か
す
こ
と
を
意
識
化
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

他
教
科
の
学
習
の
中
で
書
写
の
学
び
を
生
か
す

社会科の学習社会科の学習 書写の学びを生かす 日
常
の
文
字
に
生
き
る

2
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国
語
の
教
科
書
と
関
連
し
て
学
べ
る
教
材

５年P32

語
彙
を
豊
か
に
す
る
文
字

国
語
の
学
び
を
支
え
る
。

　
書
写
の
ね
ら
い
で
あ
る「
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く
こ
と
」は
、
国
語
の
学
び
を

支
え
る
基
盤
で
も
あ
り
ま
す
。
国
語
と
連
動
し
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
果
が

上
が
る
よ
う
に
工
夫
し
ま
し
た
。

　
各
学
年
で
、
国
語
の
教
科
書
で
扱
う
教
材
文
や
言
語
活
動
を
取
り
上
げ
て

い
ま
す
。
国
語
の
学
習
事
項
を
配
慮
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
語

の
授
業
と
合
わ
せ
た
効
率
的
な
指
導
も
可
能
で
す
。

　
平
仮
名
・
片
仮
名
の
学
習
で
は
、
教
材

文
字
を
含
む
言
葉
を
イ
ラ
ス
ト
と
と
も
に

提
示
し
、
語
彙
指
導
の
充
実
を
図
っ
て
い

ま
す
。
一
方
で
、
子
供
が
書
く
文
字
は
単

元
の
目
標
に
沿
っ
た
単
体
の
文
字
と
し
、

ね
ら
い
を
焦
点
化
し
て
学
習
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

　
全
て
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
書
く
と
き
の
姿
勢
や
筆
記
具
の
持
ち
方
に
つ
い
て
は
、

ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
効
果
的
に
組
み
込
め
る
よ
う
に
、
国
語
の
教
科
書
と
同

じ
写
真
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
国
語
・
書
写
ど
ち
ら
の
時
間
で
も
指
導
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
書
き
文
字
も
同
一
執
筆
者
に
よ
る
も
の
で
、
字
形
の
差
異
に
よ
る
混
乱
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

国語の教科書
1年上 P17

国語の教科書
1年上 P16

1 年 P13

国語と関連する教材文 国語と関連する題材や言語活動

１年 「花さかじいさん」の歌（P35）
「スイミー」（P43）

かん字のはなし（P34）
できるようになったよ（P44・原稿用紙）

２年 「いろは歌」（P31）
「かさこじぞう」（P37）

かん字のなりたち（P30）
「ありがとう」をつたえよう（P38・手紙）

３年 俳句（P36）
「モチモチの木」（P38）

原こう用紙に書こう（P20・原稿用紙）
はがきでつたえよう（P40・はがき）

４年 百人一首（P34）
「世界一美しいぼくの村」（P36）

ノートを書こう（P18・ノート，箇条書き）
調べたことを伝える新聞を作ろう
（P24・新聞）
お礼の気持ちを手紙で伝えよう（P38・
手紙）

５年

「竹取物語」・「おくのほそ道」
（P26）
俳句（P31・小筆）
「枕草子」（P32）
「大造じいさんとがん」（P34）

目的に合った筆記具（P16・ポスター，
案内状）
分かりやすく効果的に伝える書き方
（P22・ポスター）
委員会活動を伝えるリーフレットを
作ろう（P24・リーフレット）

６年

漢詩「春暁」（P26）
「海のいのち」（P31・小筆）
漢文「論語」（P32）
「君たちに伝えたいこと」
（P34）

書く速さ（P14・メモ）
インタビューのメモを取ろう（P16・メモ）
発表のためのポスターを書こう（P24・
ポスターセッション用資料）
書写展覧会を開こう（P36・色紙，短冊
など）

国
語
の
教
科
書
と
同
じ
写
真
や
文
字
を
使
用

1 年 P2-3

5 年 P24-25

日
常
の
文
字
に
生
き
る

2
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特
別
支
援
教
育
へ
の
配
慮

　
特
別
支
援
教
育
を
要
す
る
子
供
の
中
に
は
、
文
字
を
書
く
過
程
を
再
生
す
る
こ
と
が
困
難
で
、

例
え
ば
、「
す
」が「
十
」＋「
○
」＋「
ノ
」の
組
み
合
わ
せ
に
見
え
る
と
い
う
子
が
い
ま
す
。

　
点
画
を
分
解
し
、そ
れ
ぞ
れ
色
を
変
え
る
こ
と
で
、
ど
こ
ま
で
を
一
筆
で
書
く
も
の
な
の
か
を
理

解
し
や
す
く
し
ま
し
た
。

　
記
号
な
ど
で
視
覚
化
す
る
、動
作
を
取
り
入
れ
る
、「
す
う
っ
」

「
ぴ
た
っ
」
と
声
に
出
す
、
理
解
し
や
す
い
方
法
は
子
供
に
よ
っ
て

さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
擬
態
語
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
き
、
記
号
な
ど
を
用
い
、
多
感

覚
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
、
子
供
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
に

合
っ
た
方
法
で
理
解
を
図
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。　

目
で
見
て
、
指
で
な
ぞ
っ
て
、
声
に
出
し
て
。

一
人
一
人
に
合
っ
た
多
様
な
学
習
方
法
　

「
ど
こ
ま
で
を
一
画
で
書
く
の
？
」に
応
え
る
文
字
の
開
発

平成 27年度版

　
「
毛
筆
教
材
の
周
り
に
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
ほ
か
の
要
素

が
あ
る
と
集
中
で
き
な
い
子
が
い
る
」と
の
現
場
の
先

生
方
の
声
を
受
け
、
毛
筆
教
材
文
字
の
周
囲
に
は
他
の

要
素
は
置
か
ず
、
毛
筆
教
材
文
字
＋
書
写
用
語
の
確
認

の
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
の
み
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

毛
筆
教
材
だ
け
を
原
寸
大
で

示
す
こ
と
も
可
能
で
す
。

1 年 P28・29

　
イ
ラ
ス
ト
や
図
版
に
使
う
色
の
数
や
分
量
を

制
限
す
る
こ
と
で
、
学
習
に
集
中
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

す
っ
き
り
し
た
紙
面

教
材
文
字
に
集
中
で
き
る

1 年 P162 年 P19

平成 27年度版

1年 P30

すっきり
生まれ変わりました

拡大コピーを
すると…

全
て
の
子
供
に

　「
分
か
っ
た
！
」「
で
き
た
！
」の
喜
び
を
。

　
特
別
な
教
育
的
ニ
ー
ズ
の
あ
る
子
供
に
分
か
り
や
す
く
工
夫
し
た
紙
面
は
、
特
性
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
誰
も
が
学
び
や
す
い
、

東
京
書
籍
が
め
ざ
す
の
は
そ
ん
な
教
科
書
で
す
。
左
利
き
の
子
供
に
と
っ
て
の
学
び
や
す
さ
に
も
向
き
合
い
ま
し
た
。

4 年 P11

書
く
こ
と
が
楽
し
い

3
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右
利
き
の
持
ち
方
の
写
真
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
こ
れ
ま
で
の
教
科
書
で

は
、
左
利
き
の
子
供
た
ち
は
写
真
を
頭
の
中
で
反
転
さ
せ
て
、
そ
れ
を
自
分
の

手
指
で
再
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
左
利
き
の
写
真
を

載
せ
る
こ
と
で
不
要
な
負
担
を
な
く
す
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　
左
に
教
材
文
字
、
右
に
書
き
込
み
欄
。
教
科
書
に
よ
く
あ
る
配
置
で
す
が
、

左
利
き
の
子
供
の
場
合
、
書
く
と
き
に
手
で
教
材
文
字
が
隠
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　『
新
し
い
書
写
』は
、
教
材
文
字
と
書
き
込
み
欄
を
上
下
に
配
置
し
た
り
、
書

き
込
み
欄
を
左
右
両
方
に
配
置
し
た
り
し
て
、
利
き
手
に
関
わ
ら
ず
教
材
文
字

が
見
え
や
す
い
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

左
利
き
へ
の
配
慮

　
左
右
の
　
ど
ち
ら
の
　
行ぎ

ょ
うに

書
い
て
も
　
い
い
よ
。

右
手
・
左
手
ど
ち
ら
の
持
ち
方
も
掲
載

書
き
込
み
欄
の
配
置
も
工
夫

3 年 P5

2 年 P19

1 年 P4・5

1年 P6・7

　
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
観
点
か
ら
、
配
色
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て

全
ペ
ー
ジ
に
わ
た
っ
て
、
専
門
家
に
よ
る
検
証
を
受
け
て
い
ま
す
。

色
覚
多
様
性
へ
の
配
慮

▼少数派の見え方①▼少数派の見え方②

誰
も
が
見
や
す
い
、
分
か
り
や
す
い

1 年 P30

1 年 P9

　
一
年
生
の
五
月
ま
で
の
教
材
は
、
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ
を
意
識
し
、

不
要
な
つ
ま
ず
き
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
ま
し
た
。

　
書
き
始
め
★
と
書
き
終
わ
り
●
の
記
号
は
字
形
を
捉
え
る
手
が
か
り

と
な
り
、
空
間
認
識
に
困
難
を
抱
え
る
子
供
の
理
解
に
も
有
効
で
す
。

　文字を書く前段階の線の練習では，段階的に細かい動き
ができるように導いていきます。なぞり書きに比べて，
子供たちは気持ちに余裕をもって取り組むことができます。　

全
員
が
達
成
感
を
味
わ
え
る
ス
モ
ー
ル
ス
テ
ッ
プ

知識及び技能

思考力，
判断力，表現力等

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方
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水
書
を
使
っ
て
楽
し
く
、
分
か
り
や
す
く
。

これまでの学習

繰り返し練習する

例えば，「止め」と「払い」を学習するとき

指に力が入りすぎて，
鉛筆を動かしづらい。

持ち方が改善されて，
滑らかに鉛筆を動かせる。

鉛筆と同じ持ち方で書く。

　
子
供
は「
非
日
常
」が
大
好
き
で
す
。
新
し
い
道
具「
水
書
用
筆
」と「
水
書
用
紙
」を

使
う
こ
と
で
、
子
供
の「
書
い
て
み
た
い
！
」を
引
き
出
し
ま
す
。

　
水
書
用
筆
で
運
筆
を
体
感
す
る
こ
と
で
、
硬
筆
で
の
適
切
な
書
字
動
作
が
身
に
つ

く
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。

　新学習指導要領（平成29年告示）の解説において，小学校１・２年生の運筆能力を向上させる
工夫として水書用筆等を使用した指導が明記されました。

　水書用筆は，柔軟性と弾力性に富んでい
るため，特に，「はね」や「払い」などの筆圧
の変化を伴う運筆で，手指の動きを体感し
やすくなります。また，水書用筆は，筆圧
をかけなくても線がかけるため，指に力が
入って鉛筆の軸を握り込むといった持ち方
を改善することが期待できます。

水書用筆と鉛筆での線の違い

　
「
水
書
を
取
り
入
れ
て
み
た
い
け
れ
ど
、
全
員
分
を

用
意
す
る
の
は
難
し
い
…
」そ
ん
な
声
に
応
え
て
、

一
・
二
年
生
の
教
科
書
の
巻
末
に
、
水
書
用
紙
を
つ
け

ま
し
た
。
は
が
し
や
す
い
特
殊
な
糊
を
用
い
て
い
る
の

で
、
低
学
年
の
子
供
で
も
無
理
な
く
は
ぎ
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
裏
面
に
は
記
名
欄
が
あ
り
、
は
が
し
た
後

の
管
理
も
容
易
で
す
。約
五
百
回
繰
り
返
し
使
用
で
き
、

耐
久
性
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
師
用
指
導
書
に
は
付
属
の
水
書
セ
ッ
ト
を
企

画
中
で
す
。（
☞
24
ペ
ー
ジ
参
照
）

　「
ぴ
た
っ
」と
止
め
る
動

き
と
、「
払
い
」の
す
う
っ

と
力
を
抜
く
動
き
の
違
い

が
、
鉛
筆
よ
り
も
よ
く
分

か
っ
た
よ
。

1 年 P10　
Dマークコンテンツの動画より

一・
二
年
生
全
員
に
水
書
用
紙

1 年巻末

水書で書いて運筆を体感する

鉛筆で書く 鉛筆で書く

「水書」とは何でしょう？　どんな効果があるのでしょう？
書
く
こ
と
が
楽
し
い

3

思考力，
判断力，表現力等

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方
資質・能力

学習の系統性の
重視

国語との連携

文字文化

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

他教科との関連

ICT活用
デジタルコンテンツ

教師用指導書

デジタル教科書

ユニバーサル
デザイン

学びに向かう力，
人間性等

授業支援

教科横断的に
取り組む課題

知識及び技能

学習過程の
明確化

新教育課程
キーワード
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伝
統
と
文
化
を

　
大
切
に
す
る
心
を
育
み
ま
す
。

　
す
っ
と
背
筋
を
伸
ば
し
て
文
字
を
書
き
、
古
来
よ
り
伝
わ
る
文
章
を
味
わ
う
。
広
い
視
野
で
現
代
に
生
き
る
文
字
に
つ
い
て
考
え
る
。

伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か
ら
の
文
字
文
化
の
担
い
手
と
な
る
子
供
た
ち
に
は
、
そ
ん
な
時
間
も
大
切
で
す
。

文字の
いずみ

世
界
の
文
字
い
ろ
い
ろ

ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の

デ
ー
バ
ナ
ー
ガ
リ
ー
文
字

英
語
の
ラ
テ
ン
文
字

ロ
シ
ア
語
の
キ
リ
ル
文
字

中
国
語
の
漢
字

韓か
ん

国こ
く

・
朝ち

ょ
う

鮮せ
ん

語ご

の
ハ
ン
グ
ル
文
字

ア
ラ
ビ
ア
語
の
ア
ラ
ビ
ア
文
字

　英
語
は
、
世
界
で
最
も
多
く
の
国
で

使
わ
れ
て
い
る
言
語
で
す
。
全
部
で

二
十
六
文
字
で
、
大
文
字
と
小
文
字
が
あ
り
ま
す
。　ア

ラ
ビ
ア
語
は
横
書
き
で
、

読
む
と
き
も
書
く
と
き
も
、

右
か
ら
左
に
進
み
ま
す
。

文
字
は
、
単
語
の
中
の
位
置
に

よ
っ
て
、
字
形
が
変
わ
り
ま
す
。

　ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
は
イ
ン
ド
の
公
用
語
で
す
。

お
よ
そ
五
億
人
が
使
っ
て
い
ま
す
。

文
字
に
あ
る
横
の
線
が
特と

く

徴ち
ょ
う

的
で
、

言
葉
ご
と
に
、
こ
の
線
を
つ
な
ぎ
ま
す
。

　日
本
語
で
使
わ
れ
る
ロ
ー
マ
字
の
よ
う
に
、

母
音
と
子
音
を
組
み
合
わ
せ
て
文
字
を
作
り
ま
す
。

　全
部
で
三
十
三
文
字
で
、

大
文
字
と
小
文
字
が
あ
り
ま
す
。

　中
国
語
は
、
世
界
で
最
も

使
用
人
口
が
多
い
言
語
で
、

約
十
億
人
が
使
っ
て
い
ま
す
。

中
国
語
の
漢
字
の
中
に
は
、

日
本
語
で
使
う
漢
字
と
は

字
形
が
ち
が
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

こんにちは。 Hello.

ねこ cat

えんぴつ pencil

こんにちは。 안
ア ン ニ ョ ン ハ セ ヨ

녕하세요.

ねこ 고
コ ヤ ン イ

양이

えんぴつ 연
ヨ ン ピ ル

필

こんにちは。 你
ニ イ ハ オ

好。

ねこ 猫
マ オ

えんぴつ 铅
チ ェ ン ビ ー

笔

こんにちは。	

ねこ　

えんぴつ　

こんにちは。　

ねこ　　　（オス）		　　（メス）　

えんぴつ　	

ナ マ ス テ

ズ ド ラ ー ス ト ヴ ィ チ ェ

ビ ッ リ ー

ペ ー ン シ ィ ル

カ ラ ム ッ ラ サ ー ス

キット キッタ

飞

飛

アッサラーム アライクム

こんにちは。

ねこ 　　（オス）		　　　			（メス）		

えんぴつ

世
界
の
文
字

ず
か
ん
　文
字

こ
ん
な
本
も
い
っ
し
ょ
に

日
本
語
の
漢
字

中
国
語
の
漢
字

3839

５年P38-39 ３年 P36

６年 P27

　
全
学
年
に
、
童
謡
や
俳
句
・
短
歌
、
古
文
な
ど
を
な
ぞ
り
書
き
す
る

活
動
を
設
定
し
ま
し
た
。
国
語
で
は「
声
に
出
し
て
味
わ
う
」こ
と
を
、

書
写
で
は「
書
い
て
味
わ
う
」こ
と
を
目
的
と
し
て
、
連
動
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
三
年
生
以
上
の
書
き
初
め
教
材
で
は
、書
き
初
め
の
歴
史
を
紹
介
し
、

伝
統
文
化
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

我
が
国
の
伝
統
的
な
言
語
文
化
に
関
す
る

言
葉
や
文
章
を
書
い
て
味
わ
う

２年P30

　
漢
字
や
仮
名
の
成
り
立
ち
、
世
界
の
文
字
、
文
字
に
込
め
た
人
々
の
思
い
な
ど
、

子
供
た
ち
が
興
味
を
も
つ
文
字
文
化
コ
ラ
ム
を
全
学
年
に
掲
載
し
ま
し
た
。

文
字
の
世
界
を
広
げ
て

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る「
文
字
の
い
ず
み
」

書
く
こ
と
が
楽
し
い

3

思考力，
判断力，表現力等

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方
資質・能力

学習の系統性の
重視

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

他教科との関連

授業支援

教科横断的に
取り組む課題

ICT活用
デジタルコンテンツ

教師用指導書

デジタル教科書

ユニバーサル
デザイン

学びに向かう力，
人間性等

文字文化

国語との連携

知識及び技能

学習過程の
明確化

新教育課程
キーワード
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子
供
た
ち
の
前
で
、
毛
筆
の
実
演
が

　
で
き
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
自
分
の
文
字
に
自
信
が
な
い
。
だ
か
ら
書
写
の
授
業
が
苦
手
。
そ
ん
な
声
を
耳
に
し
ま
す
。

演
示
は
授
業
の
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
便
利
な
ツ
ー
ル
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
実
演
を
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
に
任
せ
る
こ
と
で
、
子
供
を
支
援
す
る
時
間
が
生
ま
れ
ま
す
。

３年P36

　
教
科
書
の
（
Ｄ
マ
ー
ク
）の
あ
る
ペ
ー
ジ
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
使
っ
た
学
習
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
書
く
姿
勢
や

筆
記
具
の
持
ち
方
、
水
書
を
用
い
た
学
習
、
毛
筆
で
教
材
文
字
を
書

い
て
い
る
動
画
な
ど
を
、
解
説
付
き
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
映
し
て
一
斉
に
空
書
き
を
し
た
り
、
各
自
が

タ
ブ
レ
ッ
ト
で
繰
り
返
し
見
た
り
、
ま
た
、
家
庭
で
使
用
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　
コ
ン
テ
ン
ツ
の
一
覧
や

実
際
の
動
画
は
22
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

教
科
書
を
使
う
全
て
の
人
が
利
用
で
き
る

教
材
文
字
の
運
筆
動
画

　教師用指導書の「資料編付属DVD‒ROM」
には，Dマークコンテンツも含め，授業に役
立つ動画がさらに豊富に収録されています。
目的に合わせてご使用ください。

▼

墨
で
書
く

　（
書
き
手
の
視
点
か
ら
）

▼

墨
で
書
く

　（
手
元
の
ア
ッ
プ
）

▼

朱
墨
で
書
く

　（
手
元
の
ア
ッ
プ
）

▼

朱
墨
で
書
く

　（
書
き
手
の
視
点
か
ら
）

３年P22-23

　
D
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ

が
あ
る
箇
所
に
は
、
こ
の

マ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。

（
学
年
に
よ
っ
て
色
が
異

な
り
ま
す
。）

思考力，
判断力，表現力等

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方
資質・能力

学習の系統性の
重視

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

他教科との関連

ユニバーサル
デザイン

学びに向かう力，
人間性等

授業支援

教師用指導書

教科横断的に
取り組む課題

デジタル教科書

ICT活用
デジタルコンテンツ

文字文化

国語との連携

知識及び技能

学習過程の
明確化

新教育課程
キーワード
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▼Dマークコンテンツ一覧
　
法
改
正
に
よ
り
、
紙
の
教
科
書
と
併
用
で
文
部
科
学
省
が
認
め
る
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書

（
紙
の
教
科
書
と
内
容
が
同
一
で
あ
る
も
の
）を
使
用
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。

　
東
京
書
籍
は
、
2
年
度
用
小
学
校
教
科
書
の
発
行
全
書
目
で
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
を
発
行
し
ま
す
。

　

東
京
書
籍
を
は
じ
め
複
数
の
発
行
者
が
採
用
す
る

ビ
ュ
ー
ア「Lentrance Reader

」を
用
い
て
い
ま

す
。
さ
ま
ざ
ま
な
教
科
・
教
材
を
一
つ
の
ビ
ュ
ー
ア
で

管
理
で
き
ま
す
。

　

D
マ
ー
ク
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
だ
け
で
、
学
習
に
役
立
つ

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
」の
ご
案
内

「
新
し
い
書
写
」学
習
者
用
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
主
な
特
徴

▼
学
習
を
支
え
る
便
利
な
機
能

▼
D
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ

1年
1年

2年
2年

3年
3年

4年
4年

5年
5年

6年
6年

実際にお試しください！

学年 ページ コンテンツ名

1年

P2 もじをかくしせい

P2 しょしゃたいそう

P4 かきやすいもちかた

P11 いろいろなどうぐをつかって
かいてみよう

2年

P4 文字を書くしせい

P4 しょしゃたいそう

P6 書きやすいもち方

P14 いろいろな道具をつかって　
書いてみよう

3年

P12 「横画」の書き方　〈一〉

P14 「たて画」と「点」の書き方　〈下〉

P16 「おれ」の書き方　〈日〉

P22 「はらい」の書き方　〈人〉

P24 「曲がり」の書き方

P24 「反り」の書き方

P29 書きぞめをしよう　〈正月〉

P32 ひらがなの書き方　〈つり〉

P39 三年生のまとめ　〈水〉

学年 ページ コンテンツ名

4年

P10 画の長さと間かく　〈羊〉

P12 画の方向（左はらい）　〈麦〉

P14 筆順と字形　〈左右〉

P16 組み立て方（左右の部分）　〈土地〉

P20 組み立て方（上下の部分）　〈竹笛〉

P27 書きぞめをしよう　〈平和〉

P30 ひらがな（折れ・折り返し）　〈わざ〉

P37 四年生のまとめ　〈手話〉

5年

P10 組み立て方（にょう）　〈道〉

P10 しんにょうの書き方

P12 漢字どうしの大きさ　〈白馬〉

P18 ひらがな（点画のつながり）
〈きずな〉

P19 「結び」の書き方　〈す〉

P19 「結び」の書き方　〈な〉

P20 点画のつながりと接し方　〈成長〉

P27 書きぞめをしよう　〈出発〉

P30 行の中心（小筆）
〈雪とけて村一ぱいの子どもかな〉

P35 五年生のまとめ　〈星ふる町〉

学年 ページ コンテンツ名

6年

P10 組み立て方（三つの部分）　〈湖〉

P12 点画のつながり　〈旅行〉

P18 用紙に合った文字の大きさ
〈中秋の名月〉

P20 ひらがな（文字と文字のつながり）
〈あられ〉

P21 「曲がり」（大回り）の書き方　〈あ〉

P27 書き初めをしよう　〈希望〉

P30 文字の大きさと配列（小筆）
〈「海のいのち」より〉

P35 六年生のまとめ　〈新たな世界〉

3年〜6年
共通

用具の置き方

筆の準備

墨のすり方

小筆の持ち方

文字を書く姿勢（毛筆）

筆の持ち方（二本がけ）

筆の持ち方（一本がけ）

文字を書く姿勢（鉛筆）

鉛筆の持ち方

筆のかたづけ方

ポ
イ
ン
ト
❸

1 年 P11

　
ペ
ン
ツ
ー
ル
で
メ
モ
を
残
し
た
り
、
ウ
ェ
ブ
上
の
参
考
資
料
へ
の
リ
ン
ク
を
貼
り
付
け

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
分
の
学
習
記
録
を
残
す
こ
と
で
、
子
供
た
ち
一
人
一
人

の
教
科
書
が
作
れ
ま
す
。
ま
た
、
総
ル
ビ
・
分
か
ち
書
き
の
表
示
に
よ
り
、
外
国
人
児
童

や
帰
国
児
童
な
ど
日
本
語
の
読
み
が
苦
手
な
子
供
た
ち
へ
の
対
応
と
し
て
も
有
用
で
す
。

https://www.tokyo-shoseki.co.jp/ict/dkyokasho_el/

▼

全学年共通：文字を書く姿勢（鉛筆） ▼3～6年共通：筆のかたづけ方

デジタル教科書を紹介するウェブページに，
こちらからアクセスできます。

ポ
イ
ン
ト
❷

▼
複
数
の
教
科
を
一
括
管
理

ポ
イ
ン
ト
❶

思考力，
判断力，表現力等

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方
資質・能力

学習の系統性の
重視

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

他教科との関連

ユニバーサル
デザイン

学びに向かう力，
人間性等

授業支援

文字文化

国語との連携

知識及び技能

学習過程の
明確化

新教育課程
キーワード

ICT活用
デジタルコンテンツ

教科横断的に
取り組む課題

デジタル教科書

教師用指導書
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教
師
用
指
導
書
や

　
準
拠
教
材
で
授
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

指
導
編（
朱
書
・
指
導
案
）

資
料
編（
毛
筆
半
紙
大
資
料
）

水
書
セ
ッ
ト

掲
示
資
料

指
導
編（
板
書
例
）

教
師
用

指
導
書

【
指
導
編
】

一・
二
年

〈
冊
子
〉

●
朱
書

●
指
導
案

●
書
写
指
導
に
役
立
つ
解
説
資
料

〈
冊
子
〉

●
朱
書

●
指
導
案

●
書
写
指
導
に
役
立
つ
解
説
資
料

【
指
導
編
】

　

水
書
用
紙
は
教
科
書
に
付
い
て
い

る
も
の
と
同
じ
な
の
で
、
予
備
と
し

て
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

【
資
料
編
】

【
資
料
編
】

〈
冊
子
〉

●
練
習
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

●
新
出
漢
字
学
習
シ
ー
ト

〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
〉

●
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

●
D
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ

●
教
科
書
教
材
に
即
し
た
動
画

●
資
料
編
冊
子
の
印
刷
用
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

●
教
科
書
紙
面
の
総
ル
ビ
・
分
か
ち
書
き

　
P
D
F
フ
ァ
イ
ル

〈
冊
子
〉

●�

毛
筆
半
紙
大
資
料

●
硬
筆
練
習
用
ワ
ー
ク
シ
ー
ト

〈
Ｄ
Ｖ
Ｄ

－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
〉

●
指
導
者
用
デ
ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

●
D
マ
ー
ク
コ
ン
テ
ン
ツ

●
教
科
書
教
材
に
即
し
た
動
画

●
新
出
漢
字
学
習
シ
ー
ト

●
資
料
編
冊
子
の
印
刷
用

　
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル

●
教
科
書
紙
面
の
総
ル
ビ
・

　
分
か
ち
書
き
P
D
F
フ
ァ
イ
ル

※�これらの商品は企画中のため，内容・仕様ともに予告なく変更になる場合があります。

一
・
二
年 

各
二
冊

三
〜
六
年 

各
一
冊

（
教
科
書
完
全
準
拠
）

●
書
写
練
習
帳

充
実
し
た
内
容
で
さ
ま
ざ
ま
な
授
業
場
面
に
対
応

　
動
画
や
資
料
を
収
載
し
た
D
V
D–

R
O
M
や
練
習
用
紙
の
ほ
か
、

水
書
用
筆
と
水
書
用
紙
の
セ
ッ
ト（
低
学
年
）や
、
教
室
に
貼
っ
て
使

え
る
掲
示
資
料
な
ど
を
新
た
に
ご
用
意
し
ま
す
。
授
業
の
展
開
が
一

目
で
分
か
る
板
書
例
も
掲
載
し
ま
す
。

　
教
科
書
と
同
じ
執
筆
者
に
よ
る

手
書
き
文
字
。
東
京
書
籍
な
ら
で

は
の
教
科
書
完
全
準
拠
の
練
習
帳

で
す
。文
字
の
練
習
だ
け
で
な
く
、

「
書
写
の
か
ぎ
」を
書
き
込
ん
だ

り
、
振
り
返
り
の
内
容
を
書
き
込

ん
だ
り
、
書
写
の
知
識
を
定
着
さ

せ
る
工
夫
が
満
載
で
す
。

整
っ
た
手
書
き
文
字
を

使
っ
て
練
習
を
。　

三
〜
六
年

学
習
教
材

　

教
科
書
と
同
じ
書
き
文
字
、
同
じ

マ
ー
ク
を
使
っ
て
い
ま
す
。
筆
順
の
色

分
け
も
教
科
書
と
同
じ
で
す
。

〈
掲
示
資
料
〉 

●
書
く
姿
勢
・
筆
記
具
の
持
ち
方

●
用
具
の
置
き
方

●
学
年
漢
字
表

〈
掲
示
資
料
〉

●
書
く
姿
勢
・
筆
記
具
の
持
ち
方

●
平
仮
名
表
・
片
仮
名
表
・
学
年
漢
字
表

〈
水
書
セ
ッ
ト
〉

　
水
書
用
紙

　
水
書
用
筆

NEW

NEW

NEW

NEW

NEW

知識及び技能

思考力，
判断力，表現力等

主体的・対話的で
深い学び

見方・考え方
資質・能力

学習の系統性の
重視

国語との連携

文字文化

特別支援教育

幼小接続

スタート
カリキュラム

小中接続

カリキュラム
マネジメント

他教科との関連

ICT活用
デジタルコンテンツ

ユニバーサル
デザイン

学びに向かう力，
人間性等

授業支援

教師用指導書

新教育課程
キーワード

学習過程の
明確化

教科横断的に
取り組む課題

デジタル教科書
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